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新しく赴任された先生方から

中村 民江
本年度、大阪の守口より赴任し
て参りました中村民江と申しま
す。赴任して一ヶ月が経とうと
しております。今日も朝、広安
里の海は、キラキラ輝き、一日
が始まります。温かい心で、皆

様に迎えて頂けたことをとても嬉しく思い、希
望に燃えております。
釜山は、日本に近く、広安大橋を眺めていま

すと、明石大橋が思い出され、日本にいるかの
ような気持ちになります。しかし、言葉や文化
の違いを目の辺りにすれば、まさしく外国なの
だと意識します。子ども達には、外国語の習得
と共に、日本の伝統文化の良さを学んでほしい
と思います。真っ白な気持ちで、ひたむきに学
ぼうとしている一年生を始め、子ども達の学習
意欲には圧倒されます。学校に子ども達の元気
な声が響き、学習活動も順調に進んでおります
が、こんな素晴らしい子ども達の眼が曇らない
よう、安全で明るく楽しい学校づくりをめざし
ます。
韓国の子ども歌でアプロという素敵な歌があ

ります。前進するという歌で、まさしくその心
を持ち続け、来年度の三十周年行事を見据えて
取り組みたいものです。
保護者の皆様、総領事館、学校運営委員会、
日本人会や関係諸機関の皆様との連携を密にし
て、益山校長の下、教職員一丸となって学校づ
くりに邁進したいと思います。
特に、学校の安全危機管理には、細心の注意

を怠らず、未然防止に努めて参りますのでどう
ぞ、宜しくお願いいたします。

鎌田 実
みなさんこんにちは。この度、釜
山日本人学校に転任してまいりま
した鎌田と申します。昨年までお
りました今野教頭先生、小野寺先

。 、生と同じ宮城県の出身です 桜の花のつぼみも
まだふくらみ始めたばかりの宮城県から、桜が
もう満開の釜山へ着任しました。
日本から最も近い日本人学校であると聞き、

最初は日本と同じことが多いのではないかと楽
観していましたが、実際に１週間あまり生活し
てみて、もうそのような安易な考えは通用しな
いと実感しています。まず気候の違いにすぐに
気付きました。日本から近くても大陸性の気候
だからなのでしょうか、植物の環境が違うので

教 職 員 の コ ー ナ ー

「 」「 」しょうか 花粉症 ぜんそくによる呼吸困難
などの症状が全くなくなりました。また （変、
な話ですが…）すずめが少ないことにも違いを

。 、 、感じています その他 食べ物はもちろん言語
習慣、文化などなど韓国というものをたくさん
実感しています。
私の前任校は、全校児童８５０名の大変大規

模な学校でした。海外日本人学校ということだ
けではなく、初めての小規模学校ということに
もとても新鮮さを感じています。釜山日本人学
校の子どもたちは明るく純真で素晴らしい子ど
もたちでした。この子どもたちと一緒にこれか
らたくさんのことを学んでいきたいと思いま
す。小規模であるからできること、海外の日本
人学校だからできることを常に念頭に置き、子
どもたちの健やな、そして着実な成長を願い実
践してまいりたいと思います。
特に私は、体育を専門としております。体育

の授業はもとより１時間１時間の授業に全力投
球で望んでまいる所存です。まだまだ若輩で皆
様にご迷惑をおかけするかと思いますがどうぞ
よろしくお願いいたします。

村上 里美
はじめまして。釜山に来て、

あっという間に２週間がすぎま
。 、した こちらに赴任するまでは

期待と不安で胸がいっぱいでし
た。そして、始業式。初めて子

どもたちにあった時、みんな明るく、元気
に「おはようございます 」と礼儀正しく挨。
拶してくれました。新しい環境で緊張して
いた私の心を和ませてくれて、本当にうれ
しく思いました。これから、釜山日本人学
校で、子どもたちと一緒に勉強したり、遊
んだり、同じ時間を大切に過ごしていきた
いと思います。
私は、以前、韓国に訪れたことがありま

す。韓国は、わたしにとってとても思い出
に残る場所の一つでした。それは、韓国で
出会った人々のおかげです。困った時に助
けていただいたり、旅先で話をしていただ
いたりして、心が和んでいったのです。韓
国人の方だけなく、偶然に出会った日本人
の方々と出会ったことは一生忘れられませ
ん。その土地で私は、釜山日本人学校の子
どもたちのために真剣に仕事をしていきま
す。保護者の皆様にもたくさんのことを教
えていただき、自分を成長させていきたい
と思っています。どうか、よろしくお願い
いたします。
（前任校は東京の渋谷区立鳩森小学校で

した。新宿からすぐそばの学校で、子ども
の数や雰囲気がそっくりでとても親しみや
すくうれしく思っています ）。




